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特別損失の計上、通期業績予想の修正および配当予想の修正（無配）に関するお知らせ 

 

 当社は、2022年３月期において、下記のとおり特別損失を計上する見込みとなりました。また、最近の業績動向

等を踏まえ、2021年７月27日に公表いたしました 2022年３月期の通期業績予想および未定としておりました配当

予想について下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１.特別損失の計上について 

  「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社の保有する固定資産について将来の回収可能性を検討した

結果、店舗等の資産について、減損損失156百万円を特別損失に計上する見込みであります。 

 

 

２．通期業績予想の修正について 

 (1)2022年３月期（2021年４月１日～2022年３月 31日）通期業績予想数値の修正 

                                                （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 7,019 △446 △441 1,215 243.31円 

今回修正予想（Ｂ） 6,519 △1,106 △1,106 418 83.73円 

増減額（Ｂ－Ａ） △500 △660 △664 △797  

増減率（％） △7.1 － － △65.6  

（ご参考）前期実績 
（2021年3月期） 

6,785 △1,264 △1,282 △1,013 △202.89円 

 

(2)修正の理由  

個人消費は節約志向が依然として根強く、労働需給逼迫による美容師獲得難もあり、美容業界は厳しい状況



 

が続いております。 

当社といたしましては、｢Always Beautiful」をスローガンに、お客様がいつでもどこでも綺麗でいていただ

くために、美容師の「優れた技術と優れたサービス」の充実を図ることで、お客様に喜んでいただけるサロン

づくりに努めると同時に、事業構造改革プラン『Ｔ9』の重点施策を実行し、経営基盤の再構築に取り組んで

まいりました。 
しかしながら、これまでの新型コロナウイルス感染症の影響については、第４四半期では回復を見込んでお

り、その状況を見極めておりましたが、オミクロン株への感染者が急拡大し、まん延防止等重点処置が実施さ

れたことにより、入客数が低調に推移し、売上高が前回予想を下回る見通しとなりました。 

利益面につきましては、想定を超えるオミクロン株の影響による売上高未達に加え美容師の確保による労務

費の増加や閉鎖店舗に係わる原状回復費用等による経費の増加、また、来期からの構造改革に伴うシステム導

入に係わる機器費用等の計上による経費増加もあり、営業利益及び経常利益ともに前回予想を下回る見通しと

なり、当期純利益につきましても、「１.特別損失の計上について」に記載のとおり、減損損失を計上する影響

などから、前回予想を下回る見通しとなりました。 

これらの状況を踏まえ、通期業績予想を修正いたします。 

 

（注）業績予想につきましては、発表日現在における入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後様々な要因によって、これら予想数値と異なる可能性があります。 

 

(3)その他 

2022年３月期決算発表（非連結）は2022年４月27日（水）を予定しております。 

 

3．配当予想の修正について 
 (1)修正の内容 

 年間配当金 
 第１四半期 第２四半期 第３四半期 期末 合計 

前回予想 
（2021年7月27日公表） 

   円 銭 
－ 

円 銭 

0.00 

円 銭 

－ 

円 銭 

－  

円 銭 

－  

今回予想 － －  － 0.00 0.00 

当期実績 － 0.00 －   

前期実績 
（2021年3月期） 

 
－ 

 

0.00 

 

－ 

 

0.00 

 

0.00 

    
 (2)修正の理由 

   当社は、業容の拡充に努めるとともに、株主の皆様に対し安定的な配当を継続して実施しつつ、業績に応じ

た還元を行うことを基本方針としております。 

   しかしながら、2022年３月期通期の業績予想を総合的に勘案いたしました結果、期末の配当予想を無配とさ

せていただきます。 

なお、株主優待制度につきましては、変更はございません。 
以  上 


